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今
、
大
阪
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

 

大
阪
市
長
・
知
事
選
も
一
因
だ
が
、
大
阪
府
民
が
示
し
た
変
化

へ
の
渇
望
が
全
国
的
な
う
ね
り
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

不
安
と
期
待
か
ら
で
あ
ろ
う
。
変
化
が
吉
と
出
る
か
否
か
は
不

明
だ
が
、
ど
う
に
も
止
ま
ら
な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
事
は

確
か
だ
。

　

わ
が
国
の
大
変
化
は
西
か
ら
起
こ
る
。
そ
の
キ
ー
と
な
る
の

は
歴
史
的
に
も
上
方
、
関
西
で
あ
り
、
維
新
と
い
う
言
葉
も
東

京
で
聞
く
と
し
っ
く
り
こ
な
い
。
維
新
の
原
動
力
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
外
圧
で
あ
る
。
国
境
を
巡
る
ロ
シ
ア
、
韓
国
、
北
朝

鮮
＝
中
国
と
の
軋
轢
も
あ
る
が
、
多
く
の
国
民
は
無
関
心
だ
。

大
学
生
の
留
学
者
激
減
は
タ
コ
ツ
ボ
国
家
を
象
徴
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
企
業
は
別
だ
。
大
企
業
だ
け
で
な
く
中
小
企
業
も

含
め
て
世
界
取
引
、
ア
ジ
ア
進
出
は
こ
の
数
年
加
速
度
を
高
め

て
い
る
。
関
西
経
済
同
友
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
2
0
年
ぶ
り

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
れ
た
が
、
そ
の
あ
ま
り
に
も
着
実
な
発

展
に
驚
い
た
。
国
の
役
人
は
「
人
材
こ
そ
が
国
の
財
産
、
そ
の

育
成
と
世
界
か
ら
の
誘
致
が
最
大
の
戦
略
」
と
語
り
、
「
源
泉
所

得
税
減
税
」
に
よ
り
、
逆
の
政
策
を
と
っ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の

高
額
所
得
層
が
大
挙
流
入
し
て
い
る
そ
う
だ
。
世
界
の
人
口
集

中
、
発
展
の
中
枢
が
ア
ジ
ア
に
シ
フ
ト
す
る
な
か
で
「
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
」
は
そ
の
象
徴
的
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
位
置
し
つ
つ
あ
る
。

　

大
阪
企
業
は
、
こ
れ
ま
で
大
阪
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
縮
小
し
て

い
く
中
で
東
京
シ
フ
ト
が
進
ん
で
い
た
が
、
直
接
海
外
に
出
て

行
く
時
代
と
な
っ
た
。
弊
社
で
も
、
国
際
関
連
業
務
が
増
え
て

い
る
。
外
国
企
業
の
「
第
２
次
進
出
先
と
し
て
、
大
阪
に
ど
う

ぞ
」
と
い
う
誘
致
促
進
業
務
も
２
年
目
、
大
阪
の
中
小
企
業
が

ベ
ト
ナ
ム
等
ア
ジ
ア
に
進
出
す
る
際
の
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

も
参
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
い
う

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
系
の
実
証
事
業
に
Ｊ
Ｖ
で
取
り
組
む
と
中
国
等

の
外
国
企
業
が
参
画
し
て
き
た
り
、
逆
に
シ
ス
テ
ム
ご
と
ア
ジ

ア
に
売
り
込
ん
で
い
こ
う
と
い
っ
た
形
で
相
互
に
連
動
し
た
動

き
が
急
で
あ
る
。
今
や
、
「
シ
ン
ク
・
グ
ロ
ー
バ
ル
、
ア
ク
ト
・

グ
ロ
ー
バ
ル
」
で
な
い
と
生
き
残
れ
な
い
時
代
と
な
っ
た
。

大
阪
は
、
そ
う
し
た
時
代
に
最
も
適
し
た
、
自
由
闊
達
な
気
風

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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■マラッカ（マレーシア）の路地

　何となく懐かしい風景である。

チャイナタウンの表通りは、華南地方の街屋をベースに洋風の看板建築とゴテゴテの中国意匠のファサードが
並ぶが、一歩路地に入ると緑の多いストリートカルチャーが体験できる。15 世紀の建国以来、80 もの言葉が
飛び交う世界都市として発展。統治機構には多国籍の宰相が過半を占め、西はエジプト東は琉球に至る交易で
海と陸のシルクロード循環ルートを形成。広大なマレー文化圏を創出した。

今も中国系、インド系、ヨーロッパ系などの移民とマレー人の融合文化（プラナカン）が脈々と息づいており、
未来のアジアを予感させる。12 世紀のノルマン・シチリア王国（ラテン、アラブ、ギリシャ文化の併存）や
現代のシンガポールにどこか通じるところがあるように思えてならない。

ボルネオ島　北部ルングス族のロングハウス




